
『ACOSTM』制御盤

　

改正省エネ法の施行や近年の電力不足などでますます
省エネに対する関心が高まっている中、さまざまなお客さま
のご要望に応えるために、複数熱源の最適運転制御システ
ム『ACOSTM』を開発しました。
『ACOSTM』は、同種または異種の複数熱源が混在するシ
ステムにおいて、負荷熱量と外気温度湿度、熱源機器情報を
入力し、コストまたは原油（CO２）換算のいずれかが最適とな
る熱源系統の組合せをシミュレーションして、熱源および冷却
塔などの周辺機器を含めた一次側全体の総合運転制御を行
うシステムです。また、従来制御（規則的固定順序での台数
制御）と比較した省エネ効果やエネルギー消費量の見え
る化を可能としています。
熱源種類は、ターボ、スクリュ、チラー、吸収式（ガス，油，蒸

気）と幅広く、１から最大６系統の熱源に対応できます。
システム構成は下図の通りですが、大別して「熱源情報

ファイル」、「熱源シミュレータ」、「制御システム（専用制御
盤）」、「WEBシステム」から構成されています。

省エネ要素

『ACOSTM』の省エネ要素について、従来制御との比較を
下表に示します。さまざまなニーズに対応可能とするため、熱
源の最適組合せだけでなく、外気露点温度／負荷率による冷
水設定温度の自動可変設定、補機動力の可変制御、熱源単
位でのフリークーリング有効／無効設定にも対応し、一次側
にて最大限実現可能な省エネ対策を行うことができます。
対象設備の熱源が単系統の場合は、表中１～３項の

省エネ要素が対応可能となります。

省エネ効果試算例

熱源シミュレータにより、『ACOSTM』導入前に効果の簡
易試算が可能です。コスト優先と省エネ優先の熱源比較、
改修工事前後の比較、フリークーリングの効果などを容
易に試算することができます。
省エネ効果試算の一例を以下の通り示します。「従来制

御と『ACOSTM』の省エネ要素比較」表の省エネ要素を全
て適用した場合、年間３０％程度のコスト削減効果が得ら
れる試算となります。

実機による省エネ効果例

水冷チラーでの電力削減効果例です。

制御盤概要

従来制御と『ACOSTM』の省エネ要素比較
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系統数 １ ２ ３ ４ ５ ６

外形寸法 ８００W×４００D×１，０００H
壁掛型（架台付属：７００H）

８００W×４００D×１，９５０H
自立型

電源容量

構造

電源電圧

材質

塗装

１φ２W　 AC２００ or １００V　 ５０/６０Hz

屋内閉鎖型

２０A（ブレーカ容量）

SEHC-P（電気亜鉛メッキ鋼板）

メラミン焼付　２．５Y９/１

運転指令
各種設定

メンテ（VPN回線）
警報通知メール

定期レポート
リアルタイムデータ

状態確認

熱源機器
運転・制御信号
（１～６系統）

対応熱源：
ターボ、スクリュ、
吸収式、チラー

熱源情報ファイル
（Excel）

（Excel：Visual Basic）
１２点の条件から、
机上で簡易効果予測

系統ごとの
部分負荷特性、
補機情報等

外気、負荷情報
入力エネルギー等
（AI常時入力）
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（csv）
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履歴等
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可変制御

熱源単位で有効選択

最適な組合せを選択

外気露点、負荷率
により可変

フリークーリング期間拡大
熱源単体COP向上

フリークーリング時も有効
熱源単位で設定可能
湿球温度等から
自動切換
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●『ACOSTM』 システム構成
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熱源 コスト
円 /h

冷水設定
℃１号機 ２号機 ３号機 ４号機

熱源

１号機
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３号機
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１，０５５
２，１１０
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吸収冷温水機（ガス）
水冷定速ターボ
空冷スクリュ
水冷 INVターボ
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総合冷却能力

能力（kW）
　
可

可
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削減コスト
 ３，０３５万円

（原油削減 :
  ４８２．６kL）
省エネ制御
従来制御

省エネ効果試算例

エネルギー単価　　電力：１３．５円／kWh、ガス：８０．４円／m3N
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コスト特性（円／ｈ）

注）ＦＣ：フリークーリング

注）ＦＣ：フリークーリング

熱源全体の省エネに貢献。
最大６系統の
熱源機器に対応。

熱源全体の省エネに貢献。
最大６系統の
熱源機器に対応。

ＡＣＯＳTM 
「朝日_中央熱源_最適制御_システム」
ＡＣＯＳTM 
「朝日_中央熱源_最適制御_システム」

最新技術・製品紹介
朝日工業社は、「空気・水・熱のエンジニアリング企業」として、人と社会が
必要とするさまざまな「快適環境・最適空間」を創造するための技術開発、
製品開発に取り組んでいます。今回は、最適運転制御システム『ＡＣＯＳＴＭ』
と自動リーク検査装置『ＳＲ-Ｅ』をご紹介します。
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